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月
ν
　
　
　
　
　
た
日
．

風
あ
れ
ど
大
梨
の
化
揺
れ
も
せ
ず

胡
蝶
舞
う
寺
苑
に
低
き
苔
地
蔵

速
日
に
も
そ
れ
と
―
院
の
梨
の
化

春
禽
の
声
の
み
―
の
静
け
さ
に

木
洩
――
に
ひ
そ
と
咲
き
つ
ぐ
さ
ば
の
化

中
人
に
広
が
る
梨
の
花
成
ｍ
り

登
り
来
て
和
尚
の
案
内
落
勝

吟
行
に
春
野
ぬ
け
行
く
山
の
１，‐

も
の
ヽ
芽
の
中
に
川
も
る
苔
地
代

岩
清
水
寛
に
集
め
札
所
十

花
冷
え
の
占
利
の
堂
の
ほ
の
陪
ぎ

野
仏
の
理
ま
る
ほ
ど
に
落
朴

野
慎
庫
と
言
わ
れ
し
■
讀
民
光
る

面
ざ
し
の
似
通
う
地
蔵
さ
く
ら
に

で
急
に
踏
み
つ
つ
登
る
落
格

――――
み
見
る

一
人
静
の
化
小
さ
し

山
吹
の
あ
た
り
明
る
き
キ
苑
か
な

山
水
に
筍
浸
し
，‐ｌｉ
裡
は
留
守

肥

後

狂

句

良 |11女 1戒 臭 女 機
ン [li    「■|
通 t11; )%`
り つ ド:械 り 屋 1戒

さ
ら
ば
独
身

-3月 31日 現在―

人  口

9,741人 晏
世帯数……………

転入 55

転出 160

報
名
人
芸
の
消
え
て
行
く

大
学
の
子
に
賭
く
る
ツ

バ
ン
ロ
に
弾
む

ヘ
ボ
将
棋

牛
ど
ｔ
魔
れ
ん
理
繁
川

■
屋
泊
む
る
こ
つ
も
あ
る

預
金
値
打
ち
の
減
る
は
か
り

戦
災
知
ら
ん
門
構
え

親
に
孝
行
す
る
覚
悟

三

三

TEL(高森局09676)② 0611〔代表〕

出生

死亡

4,718人
5,023人

… 2,628

19

8

発行 阿 蘇 郡 高森 町 役 場
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久
恵
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田
る
り
千

松
岡
　
信
子

山
村
ふ
み
子

同
木
　
琴
司

林
田
　

一
声
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塚
　
南
天

付
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受
脚
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年
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日
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腹

ン
立

つ
　
無
敵
海
軍
欲
し
か
ね
え
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
″
　
　
　
　
　
　
　
町
社
会
福
イーー‥
協
議
会
に
次
の
方
々
か

ふ
く
ら
ん
で
　
川
面
こ
そ
ぐ
る
猫
仰
　
　
　
　
　
　
　
　
　
林
＝
　
端
子
　
　
　
ら
ご
寄
付
し
た
だ
き
ま
し
た
し

共
　
通
　
リ
　
チ
ョ
ン
掛
け
ゴ
マ
の
は
ず
ム
よ
る
　
　
　
　
　
　
″
　
　
　
　
　
　
・
上
色
見
中
原
の
佐
伯
地

一
さ
ん
か
』

‐
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シ
ュ
カ
さ
ん
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田
故
死
去
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自

然

に
謝

す

　

　

　

　

　

　

▼
高
森
村
山
の
杉
田
武
徳
さ
ん
か
』

一依
　
の
　
こ
　
ろ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ｌｉ
仁
兄
　
後
藤
嘉
平

（“
）
　

′
」
は
ド
何
咲
」一
い

ヽ７７
「
山
鍬
一し
い
う

社倉　今泉多美江
（８４）　
（∪̈
”刊」「いれいい州釉は根子岳
　一　一一一出中一［悧一，・一一一‐

化
咲
か
ば
告
げ
ん
と
言
ひ
し
山
唯
の
　
　
Э
朝
夕
に
見
る
根
子
岳
の
好
景
色
文
一一
　

）
”
胡
＝
障
ｃ
絆
一ヵ
惟
階
ま
一、， ′一
“
一
，

使
い
は
来
た
り
　
馬
に
核
　
馬
に
桜
な
　
　
・一も
奎
コす
す
語
ら
れ
も
せ
ず
　
　
　
　
　
（
周
〓
コ
ツ
ジ

〓
さ
ん

ｏ
Ｉ
洸
■
，
こ

ら
ぬ
自
家
用
卓
　
鞍
馬
の
山
な

わ̈
ぬ
九
　
　
‐
　
‥ｌ
ｔ

ｉ
　
′
　

…
　
　
　
　
　
▼
野
呪
の
Ｉ
藤
日
押
さ
ん
か
い

―
九
曲
り
高
森
峠
　
見
お
ろ
せ
ば
　
ま
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
月
、　
マ
ス
エ
さ
ん
。
７８
歳
死
去
）

た
見
上
ぐ
れ
ば
桜
花
ら
ん
ま
ん
　
そ
の
　
　
　
　
湯
の
■
「壮
　
今
村
姜
園

（
６７
）
　

▼
車
部
の
円
Ｌ
毎
重
さ
ん
か
ら

民
に
故
る
風
情
　
木
陰
に
立
い
て
ヽ
ざ
　
○
速
き
日
の
友
が
訪
ひ
く
れ
ぬ
阿
蘇
の
　

　

（
友
、　
ョ
リ
エ
さ
ん

。
８４
故
死
去
）

い
ざ
化
を
眺
め
ん
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
曙
銘
英
の
上
産

女

中

部

屋
　
落
書
き
帳
の
如
た
る
Ｉ

腹

ン
立

つ
　
去
ャ
女
中
じ
ゃ
来
と
ら
ん
と

さ
ら
ば
独
身
　
性
理
し
よ
ら
す
写
自
（帳
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貴
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夫

次

生

■

り

辞
も
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
山

か

妙
公
た

人
　

と
清
知
智
十
陽
佑
陽

一
貞
耕
真
ゆ

香
典
返
し

〔
副
〕
綱
・４巧
調
・２５

・２１辺
瑯

・６朝

田

山

――――
部
留
嘘
Ｉ
Ｉ
下

中
村
中

‐‐‐
，‐‐
津
野
野
野

に
』

う

に
，
洋
け
牛
光
次

者

沌
尚
友
新
敏
」
」

■
一
保

口
村
下
藤
留

ぐ

本
今
木
後
津
林

所

通
町
町
原
需
和

侶て

Ｌ

ド

Ｌ

ＩＩＩ

卜

唱

森
下 1町
|lt l早

1巳  ,こ

ll召 和
永ユ1〕'原
,■   L¬

|∵ 11 剖;

矢津 Hl
′
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‖l Iマイ
|せ 下
死

下巨l 安己
色見 弘 11
荒牧 久利
多良 :lt孝
11(  I明
末水 宙男
件l‖  'Ifi則
本けl 光人
渡辺真佐末
|:]本  和雄
||*'原  ウt夫
鶴1本  ケ夫

生

亡

小 || 

―
千 マ

糸́ブア .千 {:|;た
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||1中  |li=
|:l li 打 1■
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阿雨フ ミエ

エ雌  ll押
IF斐  11カ |ム

林
　
　
不
忘

馬
原
　
馬
笑

キ●
… ^｀
 デ  ヽ ノ  ヽ |;可蘇地方の風物詩、赤牛の

以似リ ン~人 ,ン 。4/ 
枚牧が始まりました。暖かい

陽 :′

｀
1′:し を浴びて、 各地の原野ては牛がのんびりと卓をはんて
います。野焼きで黒くなっていたll晴 もいまでは緑がまぶし

いくらいに牧草が市ちました。長い冬の間、狭い小屋につな

かれていたイltらは自然に放たれてうれ しそう。このた生まオt

た1ゞかりの 」■711(ょ」サ′1■の回りを(よオ■な力:ら 、 |¬ 然|こ tヽ る11ひ゛

を存分に味わっています。

日

第 213号

昭和52年 饒徳月蟷
族)(続柄)(死亡 昔)(蘇 )(輩 月(住所) (遺

森 岩「
~|ヽ

  レイ  76
緒方ヨツジュ76

荒1久キ ミノ 78
山中八千代 55
嬌ILョ リエ 84
高り〕| ソしヽ11 52
野 |プ1  .,t 73
1;|II南  惟利 60
_|:藤マスニ 78
11斐 ツヤ ′, 87

姉
|サ

」|:リサ

妻

妻

,と

夫
け
」tけ

藁
一ｍ

５
月
８
日
　
後
　
藤
　
医
　
院

南
阿
⑦
０
０
１
９

５
月
１５
日
　
平
　
口
　
医
　
院
●

高
森
②
０
２
１
６

一一

５
月
２２
日
　
馬
　
原
　
医
　
院

一

高
森
②
０
６
４
６

．

５
月
２９
日
　
東
　
　
　
医
　
院

高
森
②
０
３
０
９

一　
６
月
５
日
　
寺
　
崎
　
医
　
院

・

・　
　
　
　
　
　
高
森
②
０
３
７
８

一

お も な 内 容

□ 新農業委員21人決まる…………
□ 町立中北保育旧。再びの入園式
ロ ウtしい町づくりめざして

(九 |―九山りで一斉清掃).

□ 51年度の町の主な事業紹介……

□ 赤羽根で ミ_iっ子ミの赤牛誕生
□ 高森の歴史散歩・郷tの 1専物誌 イ「]正> 前号の出生欄の L町、馬原久美千さんの

生年月日は52.2.27の 誤りでした。

診療は午前
9時か ら午
後 5時 まで

おめでた

a"ぬ.“`
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新
し
ｔ
豊
業
委
員
が
決
ま
り
ま
し
た

本
町
の
農
業
委
Ｉｔ
は
公
選
―
．
人
、
議

会
推
薦
五
人
以
内
、
晏
協
‐―――
体
の
推
薦

二
人
と
な

っ
て
お
り
、
こ
の
う
ち
公
選

法
に
よ
る
選
出
委
員
は
、
さ
る
二
月
二

十
四
日
立
候
補
を
締
め
切

っ
た
結
果
、

同
日
ま
で
に
名
乗
り
を
上
げ
た
人
は
定

数
と
同
じ
十
二
人
し
か
な
く
、
全
員
無

五
―

一
年
度
高
森
町

タ
バ

コ
振
興
ｒ
議
会
生

産
者
大
会
が
三
月
ニ
ト

五
日
午
前
十
時
か
ら
吉

産
セ
ン
タ
ー
に
関
係
者

約
百
人
が
出
席
し
て
開

か
れ
ま
し
た
。

昨
年
は
全
般
的
に
好

大
に
恵
ま
れ
質
、
量
と

も
近
年
に
な
い
豊
作
。

公
社
側
の
買
い
卜
げ
――――‐

格
八

・
〇
二
イ
ア
ッ
プ

と
相
ま
っ
て
、
本
町
の

一
戸
当
た
り
の
収
納
代

投
票
当
選
と
決
ま
り
ま
し
た
。

ま
た
農
協
お
よ
び
議
会
推
せ
ん
に
よ

る
新
農
業
委
員
八
人
も
こ
の
ほ
ど
人
選

が
決
ま
り
、
こ
れ
で
ニ
ト

一
人
の
新
委

――
の
顔
ぶ
れ
が
決
ま
っ
た
わ
け
で
す
ｃ

二
―

一
ノ
、
の
内
訳
は
現
職
七
人
、
新
人

―
四
人
で
任
サーーー
は
し
ず
れ
も
こ
と
し
か

い
三
年
間
ｃ
第

一
回
の
出
業
委
員
会
は

五
月
ヒ
旬
に
開
か
れ
、
各
委
員
の
″
選

て
新
し
い
会
長
が
選
出
さ
れ
る
こ
と
に

な

っ
て
い
ま
す
て

新
委
員
は
次
の
通
り
で
す
ｃ

▼
甲
斐

――‐―
次

（
中
）
遺
山
＝
男

（■

山
）
佐
藤
磨

（卓
部
）
本
田
登

（永
野

原
）
Ｈ
上
勝
（高
森
）
桐
原
郁
雄

（
同
）

後
藤
末
義

（
同
）
住
占
山・」
（
色
見
）
由

石
秀
夫

（
上
色
見
）
熊
川
満

（
河
原
）

野
呪
誠

一
（野
尻
）
野
尻
典
歳
（津
留
）

円
Ｌ
房
男

（犀
』下
）
山石
下
八
束
（高
森
）

松
口
一呂
男

（高
森
）
岩
下
励

（
色
見
）

安
藤
良

一
（
中
）
小
崎
信
ャ

（卓
部
）

渡
辺
成
官
（
（高
森
）
能
（谷
績
炸
（津
留
）

後
雌
深

（
河
原
）

千
円
）
―
′
当
た
り

の

収

旨

十

一
三
日

に

二

十
日

（
二
百
七
Ｆ
九
キ
し
．

生
産
者
大
会
で
は

浪
瀬
高
森
■
タ
バ

●

生
産
事
務
所
技
術
課

長
の
品
評
会
審
査
報
告
と
だ
卜

一
年
度

実
績
報
告
が
あ

っ
た
あ
と
、
町
か
る
性

タ
バ
コ
品
評
会
入
賞
者
と
増
産
者
に
表

杉
状
と
、
記
念
品
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

引
き
続
き
、
会
長
（
町
長
）
あ
い
さ
つ
、

来
賓
の
小
屋
迪
県
タ
バ

●
耕
作
沌
合
公

長
、
杉
本
高
森
葉
タ
バ

ロ
生
産
事
務
所

長
ら
が
初
辞
を
述
べ
、
こ
の
あ
と
０
１

イ
当
た
り
量
Ｈ
二
百
キ
ロ
以
し
を
確
保
し

よ
う
②
ｌ
イ
当
た
り
四
十
二
万
円
以
■

を
収
件
し
よ
う
③
総
収
納
代
金
五
億
五

千
万
円
以
卜
を
突
破
し
よ
う
④
実
熟
＝

肥
を
増
産
し
品
質
の
向
上
を
図
ろ
う
０

完
全
な
る
十
寄
せ
を
励
行
し
、
生
産
性

の
向
上
を
図
ろ
う
―
チー‐
つ
の
大
会
ス
ロ

ー
ガ
ン
を
満
場

一
致
で
採
択
し
ま
し
た
）

葉
タ
バ
コ
品
評
会
の
Ｌ
位
入
賞
者
は

次
の
と
お
り
で
す
。

一ヽ
優
等
　
岩
下
計

（冬
野
）
谷
川
勝

（同
）
）
一
等
　
山
田
正

（片
国
）
田

Ｌ
和
徳

（什
の
迪
）
後
藤
初
男

（同
）

工
藤
友
重

（川
上
）後
藤
進
昭
（庁
日
）

緒
方
文
雄

（中
旧
）

草
部
駐
在
所
に

浜

田
巡

査
長

高
森
署
内
異
動

こ
の
ほ
ど
県
瞥
の
性
（動
が
あ
り
、
高

森
署
関
係
で
は
次
の
Ｌ
人
の
讐
察
官
が

入
れ
替
わ
り
ま
し
た
。

【
転
入
】
▼
外
勤
係
長

（
防
犯
少
年

課
）
抑
瀬
源
喜

▼
交
通
係
長

（県
警
交

通
企
画
課
）
Ｌ
‐‐住
た
博
）
主
任
共
熊
本

東
署
）
徳
永
光
唯

）
同

（機
動
隊
）
前

田
仲
生
▼
同

（
山
鹿
暑
）
帳
ル
眸
光

・

卓
部
駐
在
所

（
山
鹿
署
）
浜
田
康
た

【
転
出
】

・
（大
津
署
）
田
中
武
昭

，
（熊
本
北
＝
）
井
上
藤
道
▼

（熊
本

東
７
）
水ヽ
田
堅
治

・
（
山
庄
［者
）
穂
見

雄

一
▼

（
に
名
暑
）
東
に
一　
・１
一交
通

機
動
隊
）横
山
健
次
ｖ
（
こ
野
駐
作
所
）

浪
辺
登

吉
住
交
通
係
長
　
　
浜
田
巡
査
長

現
職
７
人
、
新
人
は
■
人

５
月
上
旬
に
初
の
委
員
会

ひ麒智キ豊_
i醜判現

代
の
表
面
は
明

る
い
性
の
中
の
よ
う

に
見
え
る
が
、
実
面

は
必
ず
し
も
そ
う
で

は
な
く
。
背
向
き
あ

い
、
恨
み
あ
い
が
現

実
に
見
ら
れ
る
世
の

中
な
の
で
は
な
い
だ

ろ
う
か
。

お
互
い
に
手
を
収

り
合
い

ノ譲
り
合

っ

て
な
ご
や
か
に
、
ほ

ん
と
う
に
明
る
い
世

の
中
の
実
現
に
努
力

し
た
い
。

聖
徳
太
子
の
十
七
条
の
憲
法
の
一
節

に
な
瞑

（
い
か
り
）
を
捨
て
、
人
の
違

（
た
が
）
う
を
怒

（
お
こ
）
ら
ざ
れ
…

…
」
と
あ
る
。

窓
は
急
に
怒
る
こ
と
。
限
は
目
を
む

い
て
い
る
こ
と
、
心
の
い
か
り
が
な
、

顔
色
を
か
え
て
怒
る
の
が
瞑
で
、
ち
よ

つ
と
人
か
ら

注
意
さ
れ
て
も

心
を
乱

し
、
顔
色
を
変
え
て
怒
る
。
自
分
の
あ

や
ま
ち
や
短
所
に
気
づ
い
て
も
素
直
に

う
な
す
こ
う
と
も
し
な
い
ｃ
表
面
は
平

静
に
見
え
、
怒
り
を
含
ん
で
い
な
い
よ

う
に
見
え
て
も
、
内
心
ま
で
は
探
る
こ

私
は
こ
の
大
会
に
プ

ロ
ジ

エ
ク
ト

と
し
て

「
土
壌
改
良
に
よ
る
大
供
の

品
質
改
善
」
で
参
加
し
た
わ
け
で
す

が
、
分
科
会
で
の
共
通
問
題
と
し
て

出
た

点
児
の
多
く
は
、
　
ニー‐

づ
く
り
や
流
通
問
題
４
Ｈ
ク

ラ
ブ
の

あ
り
方

な
ど
で

し

上に
。現
在
、
農
家
で
は
化
学
肥

料
に
た
よ
り
す
ぎ
て
、
迪
作

障
十
‐‐
な
ど
が

で
て

い
ま
す

が
、
こ
れ
か
い
の
上
づ
く
り

と
し
て
は
堆
肥
の
投
入
、
緑

肥
の
す
き
込
み
な
ど
を
ぜ
ひ

や
る
べ
き
だ
と
思

い
ま
す
じ

そ
の
た
め
に
は
帝
産
農
家
と

の
契
約
な
ど
を
行
い
堆
肥
の

確
保
を
積
極
的
に
図

っ
て
ほ

し
い
も
の
で
す
。

次
に
流
通
問
題
で
す
が
、

現
イー‐
の
イーーー‐
格
変
動
や
販
売
体

制
を
考
え
る
と
、
も

っ
と
各
地
域
で

出
荷
に
つ
い
て
の
話
し
合
い
を
す
す

め
、
産
地
間
競
争
を
な
く
す
こ
と
が

必
要
で
す
。

４
Ｈ

ク
ラ
ブ

は
、
〈
下
只
の
減
少
´

（特
に
女
子
会
崚
）
が
日
立
始
め
ま

し
た
。
や
は
り
‐――‐」
業
に
従
事
す
る
若

者
は
、　
一
つ
の
つ
な
が
り
を
持
ち
、

広
い
視
野
の
中
で
成
長
す
る

の
が

一
番
い
い
の
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
を
晨
業
は

一
人

一
人
が
そ
れ
ぞ
れ
の
生
き
方

を
主
張
し
、
仙
付
け
か
ら
収

獲

ま
で
の
あ
ら
ゆ
る
作
業
を

通
し
て
生
き
が
い
が
求
め
ら

れ
ま
す
ｃ
そ
れ
に
、
お
互
い

が
助
け
合
い
、
心
の
ふ
れ
あ

い
を

感
じ

な
が
ら
の
生
活

は
、
他
の
社
会
で
は
体
験
す

る
こ
と
の
で
き
な
い
こ
と
で

す
ｃこ
の
会
議
に
集
ま

っ
た
農

業
の
仲
間
と
経
営
上
の
――――
題

や
悩
み
な
ど
に
つ
い
て
十
分

な
話
し
合
い
が
で
き
た
こ
と

は
貴
重
な
体
験
で
し
た
。
今
後
は
４

Ｈ
ク
ラ
ブ
の
活
動
を
高
め
、
後
継
者

づ
く
り
に
も
頑
張
り
た
い
と
思

っ
て

い
ま
す
。

明るい世の中の実現を

津 マイ 馬 原 範 三 (74)
タ
バ

コ
振
興
協
議
会
生
産
者
大

増
産
功
労
者
ら
を
表
彰

「スチ レン版画」

尾下小 3年 児 玉 秀 昭

●  ●

●  ●

″交
通
安
全
意
識
″高
め
よ
う

永
野
原
大
槍
木
　
農
業
　
　
一　
　
　
三ヽ
　
　
婦

私
た
ち
の
日
常
生
活
は
、
交
通
で
始

ま
り
交
通
で
終
わ
る
と
い
っ
て
よ
い
ほ

ど
Ｌ
と
の
か
か
わ
り
が
深
く
な

っ
て
い

ま
す
。
■
の
お
か
げ
で
大
変
便
利
よ
く

暮
ら
し
て
し
ま
す
が
、　
こ
れ
も
ち
ょ
っ

と
の
油
断
か
わ
家
庭
を
不
■
の
ど
ん
底

に
落
し
て
し
ま
う
恐
ろ
し
い
武
器
に
‐―‐

変
り
す
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。

さ
き
に
春
の
交
通
安
全
運
動
が
実
施

さ
れ
ま
し
た
が
、
私
た
ち
は
今
後
も
積

極
的
に
交
通
安
全
意
識
を
高
め
、
家
庭

生
活
に
お
い
て
も

「
歩
行
者
の
安
全
対

策
」

「
飲
油
沌
放
」
に
気
を
配
る
必
要

が
あ
り
ま
す
。　
と
く
に

大
切
な

こ
と

は
、
家
族
が
外
出
す
る
と
き
は
●
行
く

先
を
聞
く
②
忘
れ
物
を
さ
せ
な
い
③
時

間
に
余
裕
を
も

っ
て
出
か
け
さ
せ
る
―

な
ど
心
に
ゆ
と
り
を
も
た
せ
る
習
慣
を

つ
け
た
い
も
の
で
す
。

町
タ
バ

コ

生
産
三L生
/日

_L

ノヽ
ハ
7ヽ

開
く

と
は
で
き
な
い
。

怒
り
、
恨
み
、
疑
い
、
復
瞥

（
ふ
く

し
ゆ
う
）
な
ど
が
相
当
強
く
、
世
の
中

に
あ
る
限
り
、
地
獄
が
足
下
に
広
が

っ

て
い
て
は
、
明
る
ｔ
山
の
中
の
実
現
は

程
遠
い
と
い
え
よ
う
。

仏
法
の
再
び
は
、
お
偉
い
人
、
お
十

さ
ん
だ
け
で
な
く
、
た世
日
の
生
活
に
洋

び
を
感
じ
て
い
る
人
が
多
い
。
人
間
に

生
ま
れ
、
法
縁
に
あ
う
こ
と
な
く
人
生

を
送
る
と
す
れ
ば
、
む
な
し
ヽ
人
生
に

な
ろ
う
。
念
仏
は
人
間
を
、
人
生
を
見

直
さ
せ
、
日
ざ
ま
す
も
の
で
は
な
か
ろ

う
か
。
よ
り
心
を
す
な
お
に
、
神
に
も
仏
に

も
毎
日
打
み
続
け
な
が
ら
、　
一
歩

一
歩

と
強
い
足
収
り
で
、
明
る
い
世
の
中
の

実
現
め
ざ
し
て
、
生
き
抜
き
た
ヽ
も
の

だ
。

（吉
村
貫
練
著

「
人
生
開
限
」
の

一
部
参
照
）

．
月
二
日
か
ゎ
１
日
間
、
東
京
の
オ
リ
ン
ビ
ッ
ク
記
念
Ｌ口
少
年
総

合
セ
ン
タ
ー
で

「
全
国
農
業
者
会
議
」
が
開
か
れ
、
本
町
か
ら
４
Ｈ

ク
ラ
ブ
を
代
表
し
て
、
Ｌ
色
見
の
竹
内
辰
Ｉ
さ
ん
（
二
四
）が
参
加
さ
れ

ま
し
た
。
国
会
議
ほ
１１１ｔ
某
や
■
家
生
活
の
改
善
を
実
践
し
て
い
ろ
若

者
た
ち
が
日
常
生
活
で
体
験
し
た
成
果
を
発
表
し
あ
い
、
当
面
す
る

問
題
の
解
決
方
法
を
見
い
出
そ
う
と
い
う
も
の
で
、
竹
内
さ
ん
は
こ

の
会
議
に
参
加
し
た
感
想
を
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
ま
す
。

◇
　
　
　
　
　
◇

竹内 辰三 24-―L一―上色見

。́__..._,

１■
●
ｒ

全
は
、
一
一百
四
―
六
万
円
と
な
り
、
耕

作
意
欲
ム
盛
リ
ー．
っ
て
い
ま
す
。
と
く

に

一
昨
年
度
よ
り
昨
年
度
は
＝
作
面
積

で
八
―
イ
、
耕
作
者
数
で
Ｌ
人
そ
れ
ぞ

れ
増
加
し
て
お
り
、
こ
の
よ
う
な
漸
増

を
背
景
に
さ
ら
に
今
年
度
の
見
通
し
も

明
る
い
状
況
で
す
ｃ

阿
蘇
タ
バ

コ
耕
作
組
合
が
ま
と
め
た

本
町
の
昨
年
度
の
生
産
実
績
は
、
総
収

納
代
金
五
億
四
千
三
百
万
円

（
一
昨
年

度
四
億
千
六
百
三
十
五
万
八
千
円
）

一

‐ｉ
当
た
り
の
平
均
収
入
三
百
四
卜
六
万

九
千
円

（
百
九
十
二
万
六
千
円
）
―
イ

平
均
四
卜

一
万
四
千
円

（
．
―

．
万
三

キ
一
●
●

〓

一
　

　

　

　

一

十

一
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二
級
建
築
士
試

験
願
書
を
受
付

五
十
二
年
度
の
二
級
建
築
士
試
験
は

次
の
要
領
で
行
わ
れ
ま
す
。

【
願
書
配
布
時
期
】
五
月
四
日
（水
）
か

ら
五
月
二
十
日

（金
）
ま
で

【
願
書
配
布
場
所
】
県
建
築
課
、
各
土

木
事
務
所

【
願
書
受
付
】
五
月
十
三
日
２
二
十
日

【
受
付
場
所
】
県
建
築
課
建
築
指
導
係

【
試
験
日
】
学
科
＝
七
月
二
十
三
日
、

製
図
＝
九
月
十
八
日

【
試
験
地
】
熊
本
市
大
江

・
熊
本
第

一

工
業
高
等
学
校

【
設
計
課
題
】
鉄
筋

コ
ン
ク
リ
ー
ト
造

り
二
階
建
て
専
用
住
宅

技
能
検
定
受
け

資
格
を
と
ろ
う

県
技
能
検
定
協
会
は
五
十

一
年
度
前

期
の
技
能
検
定
を
行
い
ま
す
。
こ
の
技

能
検
定
は
、
国
家
技
能
検
定
制
度
と
し

て
三
十
四
年
度
か
ら
毎
年
実
施
さ
れ
て

お
り
、
こ
れ
に
合
格
す
る
と
、　
一
級
は

労
働
大
臣
、
二
級
は
県
知
事
か
ら
合
格

書
が
交
付
さ
れ
、
技
能
士
の
資
格
が
与

え
ら
れ
ま
す
。
受
験
申
請
書
の
受
付
け

期
間
は
前
期
が
五
月
二
日
か
ら
五
月
十

三
日
ま
で
、
後
期
は
十
月
十
二
日
か
ら

十
月
二
十

一
日
ま
で
と
な
っ
て
お
り
県

職
業
訓
練
課

（県
庁
内
）
が
取
扱

っ
て

い
ま
す
。

検
定
職
種
に
造
園
、
板
金
、
婦
人
子

供
服
製
造
、
木
工
、
印
刷
、
左
官
、
ブ

ロ
ッ
ク
建
築
、
畳
製
作
、
塗
装
な
ど
三

十
六
種
あ
り
ま
す
。
試
験
に
つ
い
て
詳

し
く
は
、
熊
本
県
技
能
検
定
協
会
雷
〇

〇
７
１
１
ま
た
は
県
職
業
訓
練
課
①
ｌ

ｌ
ｌ
ｌ
へ
。

身
障
者
に

「青
い

鳥
は
が
き
」
配
布

郵
使
局
で
は
体
の
不
自
由
な
方
の
た

め
に

「
占
い
鳥
は
が
き
」
の
配
布
を
行

っ
て
い
ま
す
。
ご
希
望
の
方
は
最
寄
り

の
郵
便
局
で
、
身
体
障
害
者
手
帳
を
提

示
し
て
お
申
し
出
く
だ
さ
い
。
な
お
、

郵
便
に
よ
る
申
し
込
み
も
受
け
付
け
て

い
ま
す
。

【
配
布
対
象
者
】
　
身
体
障
害
者
手
帳

の
交
付
を
受
け
て
い
る
方
で
、
障
害
程

度
等
級
表
の
一
級
ま
た
は
二
級
に
該
当

し
四
月

一
日
現
在
で
満
六
歳
以
上
の
人

【
配
布
枚
数
】
　
対
象
者

一
人
に
つ
き

二
十
枚
。

【
受
付
期
間
】
　

四
月

一
日
か
ら
五
月

三
十

一
日
ま
で
。

年
金
受
給
者
現

況
届
の
提
出
を

国
民
年
金
の
給
付
を
受
け
て
い
る
人

は
、
毎
年
五
月
に

「
国
民
年
金
受
給
者

現
況
届
」
の
提
出
が
義
務
づ
け
ら
れ
て

い
ま
す
。
も
し
、
現
況
届
の
提
出
が
な

い
場
合
、
引
き
続
き
年
金
を
支
払

っ
て

よ
い
か
の
判
断
が
つ
き
ま
せ
ん
の
で
、

年
金
の
支
払
い
が

一
時
差
し
止
め
さ
れ

る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

，・・．．

高
　
森

・
森
　
　
　
　
　
　
　
一

　̈
　
　
後
藤
は
る
み
さ
ん
（２０
）
・・．．．

落
セ
ン
タ
ｌ
ｖ
同
日
午
後
二
時
‘

二
時

高
森
豊
協
■
北
支
所
ｖ
五
月
■
卜
日
午

前
九
時
―
正
午
、
高
森
農
脇
Ｌ
色
見
支

所
ｖ
同
日
午
後
二
時
‘
四
時
、
高
森
農

陽
色
見
支
所
〉
五
月
二
十

一
日
午
前
九

時
２
四
時
、
畜
産
セ
ン
タ
ー
。

人
事
院
で
国
税
専

門
官
試
験
を
実
施

人
事
院
で
は
、
今
年
も
例
年
ど
お
り

「
国
税
Ｉ
円
官
」
の
試
験
を
行
い
ま
す
ｃ

受
験
資
格
は
昭
和
二
十
五
年
四
月
二

日
か
ら
昭
和

二
十

一
年
四
月

一
日
ま
で

に
生
ま
れ
た
男
子
で
、
試
験
は
大
学
卒

業
程
度
の
も
の
と
な
っ
て
い
ま
す
。

受
験
願
書
の
受
付
け
は
、
五
月
十
六

日

（月
）
か
ら
五
月
二
十
三
日

（月
）

ま
で
で
す
が
、
詳
し
く
は
人
事
院
九
州

事
務
局
の
ほ
か
、
国
税
局
ま
た
は
最
寄

り
の
税
務
署
に
お
――――
い
合
わ
せ
く
だ
さ

母
子
セ
ン
タ
ー

入
所
に
つ
い
て

経
済
的
な
理
由
で
産
科
病
院
や
助
産

所
に
入
院
で
き
な
い
妊
産
婦
の
方
は
、

母
子
健
康
セ
ン
タ
ー
な
ど
の
助
産
施
設

を
利
用
し
て
低
料
金
で
出
産
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

助
産
施
設
へ
の
人
所
措
置
を
受
け
ら

れ
る
方
は
Ｌ
助
産
施
設
人
所
申
請
書
②

課
税
証
明
占
③
出
産
給
付
費
が
確
認
で

き
る
‐―ｌｌｉ
明
占
を
入
所
希
望
の
二
か
月
前

ま
で
に
役
場
福
祉
係
へ
提
出
し
て
く
だ

さ
い
。
用
紙
は
役
場
に
あ
り
ま
す
。

な
お
、
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る

と
き
は
、
役
場
で
入
所
措
置
の
手
続
き

は
で
き
ま
せ
ん
の
で
直
接
母
子
健
康

七

ン
タ
ー
ヘ
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

■
好
産
婦
の
世
＝
が
所
得
税
課
税
世

帯
で
あ
る
と
き
。

・②
そ
の
妊
産
婦
が
社
会
保
険
の
彼
保

険
者
、
組
合
員
、
ま
た
は
被
扶
養
者
な

ど
の
場
合
。

熊
本
県
職
員
採

用
試
験
を
実
施

五
十
二
年
度
熊
本
県
職
員
採
用
試
験

が
次
の
要
領
で
実
施
さ
れ
ま
す
。

【
受
付
期
間
】
大
学
卒
程
度
と
短
大

卒
程
度
の
試
験
＝
六
月

一
日
か
ら
二
十

日
ま
で
。

高
校
卒
程
度
の
試
験
＝
九
月

一
日
か
ら

二
十
日
ま
で
。

【試
験
日
と
試
験
地
】
▽
大
学
卒
と

短
大
卒
程
度
＝
七
月
二
十
四
日

（熊
本

市
）

▽
高
校
卒
程
度

＝
十
月
十
六
日

（熊
本
、
八
代
、
本
渡
の
各
市
）

【
受
験
資
格
】
▽
大
学
卒
程
度
＝
昭

和
二
十
三
年
四
月

一
日
か
ら
昭
和
三
十

一
年
四
月

一
日
に
生
ま
れ
た
人
。
▽
短

大
卒
程
度
＝
昭
和
二
十
五
年
四
月
二
日

か
ら
昭
和
三
十
三
年
四
月

一
日
に
生
ま

れ
た
人
。
▽
高
校
卒
程
度
＝
昭
和
二
十

九
年
四
月
二
日
か
ら
昭
和
三
十
五
年
四

月

一
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
人
。

※
申
込
用
紙
は
県
人
事
委
員
会

（熊

本
市
水
前
寺
六
―
十
八
―

一
）
に
用
意

さ
れ
て
い
ま
す
。
返
信
用
切
手
を
同
封

の
う
え
ご
請
求
く
だ
さ
い
。

●  ●

●  ●

本
町
に
阿
蘇
南
部
四
か
町
村
の
ゴ
ミ
処
理
場
が
で
き
て
八
年
目
。

み
な
さ
ん
の
ご
協
力
で
順
調
な
ゴ
ミ
収
集
が
進
ん
で
い
ま
す
。
し
か

し
、
家
庭
か
ら
出
る
ゴ
ミ
は
年
々
ふ
え
る

一
方
で
、
町
全
体
か
ら

一

週
間
に
は
き
出
さ
れ
る
ゴ
ミ
は
現
在
お
よ
そ
三
十

一　
ント
。
ニ

ン
ト
ト
ラ

ッ
ク
で
十
五
台
分
に
も
達
し
て
い
ま
す
。

町
で
は
ス
ム
ー
ズ
な
ゴ
ミ
収
集
を
図
る
た
め
に
、

収
集
箇
所
の
立
て
札
を
立
て
る

一
方
、
燃
焼
物
と
不

燃
焼
物
の
収
集
日
を
そ
れ
ぞ
れ
定
め
て
、
分
別
収
集

を
行

っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

最
近
、
こ
の
分
別
収
集
を
無
視
し
て
勝
手
に
ゴ
ミ

を
出
す
家
庭
が
見
受
け
ら
れ
ま
す
の
で
、
な
お
一
層

の
ご
協
力
を
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
次
は
清

掃
組
合
か
ら
の
お
願
い
で
す
。

◇

石
油
カ
ン
や
ジ

ュ
ー
ス
の
あ
き
カ
ン
が
多
く
見
ら

れ
ま
す
。
あ
き
カ
ン
は
つ
ぶ
し
て
ひ
も
で
東
ね
る
と

か
、
小
型
化
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

◇

ゴ
ミ
は
定
め
ら
れ
た
収
集
日
以

外
に
は
出
さ
な
い
で
く
だ
さ
い
。

な
か
に
は
、
収
集
日
の
二
、
一
一日

前
か
ら
ゴ
ミ
を
置
く
人
も
見
受
け

ら
れ
ま
す
。
近
所
の
迷
惑
も
考
え
て
、
ゴ
ミ
は
必
ら

ず
収
集
日
の
朝
出
し
て
く
だ
さ
い
。

◇

空
ビ
ン
な
ど
は
バ
ラ
で
出
さ
な
い
で
く
だ
さ
い
。

と
く
に
空
ビ
ン
の
中
に
油
や
水
が
入

っ
た
ま
ま
出
て

い
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
せ
め
て
ビ
ン
の
水
ぐ
ら
い

は
切

っ
て
く
だ
さ
い
。

◇

大
き
す
ぎ
る
ゴ
ミ
（冷
蔵
庫
や
自
転
■
な
ど
）
は
出

さ
な
い
で
。
大
き
す
ぎ
る
ゴ
ミ
を
処
分
さ
れ
る
場
合

は
、
事
前
に
清
掃
組
合
（②
０
７
１
９
）
へ
連
絡
の
上
、
係
員
の
指
示

に
従
っ
て
く
だ
さ
い
。
ゴ
ミ
の
減
量
、
ゴ
ミ
の
小
型
化
も
み
な
さ
ん

の
協
力
で
、
着
実
に
成
果
を
上
げ
て
い
ま
す
。
ゴ
ミ
の
減
量
は
、
と

り
も
な
お
さ
ず
生
活
の
ム
グ
を
追
放
す
る
こ
と
に
つ
な
が
り
ま
す
。

草
部
北
部
地
区
住
民
の
念
願
だ
っ
た

町
立
草
部
北
部
保
育
園
が
誕
生
、
四
月

七
日
、
喜
び
の
入
園
式
が
行
わ
れ
ま
し

た
。革
部
北
部
地
区
は
県
道

「津
留
―
柳

谷
線
」
の
幹
線
道
路
を
中
心
に
、
高
尾

野
、
赤
羽
根
、
峯
の
宿
、
吉
尾
野
な
ど

の
九
部
落
が
点
在
し
て
お
り
、
戸
数
百

三
十
九
月
、
人
口
五
百
七
十
二
人
の
山

草
部
北
部
保
育
園
の
入
園
式

■
で
す
。

「
辺
地
の
幼
児
に
も
楽
し
い
集
団
保

育
の
場
を
」
と
、
四
卜
九
年
四
月
に
地

区
住
民
の
手
で
部
落
立
保
育
目
が
卓
部

北
部
小
学
校
内
に
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た

が
、　
へ
き
地
集
会
所
を

一
部
改
造
し
た

も
の
だ
け
に
■
狭
で
、
新
し
い
保
育
園

の
建
設
が
堪
ま
れ
て
い
ま
し
た
。
建
設

さ
れ
た
と
こ
ろ
は
車
部
北
部
中
学
校
前

の
県
道
沿
い
で
、
保
育
に
必
要

な
給
食
設
備
は
も
ち
ろ
ん
、
オ

ル
ガ
ン
、

ス
ベ
リ
台
―
プ
ラ
ン

コ
、
鉄
林
、
放
送
施
設
な
ど
も

備
え
ら
れ
ま
し
た
。

入
田
式
に
は
、
ニ
ト
六
人
の

開
児
を
は
じ
め
父
母
、
地
元
有

志
多
数
の
出
席
が
あ
り
、
開
会

の
あ
と
、
山行
下
町
長
が

「
皆
様

方
の
熱
意
と
、
地
元
の
ご
協
力

で
、
一二
番
目
の
町
立
保
育
国
が

完
成
し
ま
し
た
。
今
後
は
地
域

の
子
供
さ
ん
た
ち
が
恵
ま
れ
た

環
境
の
中
で
、
り
っ
ば
な
幼
児

教
育
を
受
け
ら
れ
、
健
や
か
に

育
た
れ
る

こ
と
を

期
待

し
ま

す
」
と
お
祝
い
の
言
葉
を
お
く

り
ま
し
た
。

高
森
町
優
良
子
牛

保
留
品
評
会
が
、
こ

の
ほ
ど
祭
場
と
南
阿

蘇
畜
協
の
両
会
場
で

開
か
れ
、
町
内
各
地

か
ら
自
慢
の
子
牛
百

五
十
五
頭
が
集
ま
っ

て

に
ぎ
わ
い

ま

し

た
。
畜
協
技
術
員
が

若
齢
、
壮
齢
別
に
慎

重
に
審
査
し
た
結
果

次
の
上
位
入
賞
者
が

決
ま
り
ま
し
た
。

【
草
部

・
野
尻
地
区
】
◎
壮
齢
の
部

＝
▽
優
等
　
富
永
刀
男
▽
一
等
　
白
石

博
昭
、
阿
南
和
昭
、
工
藤
明
人
、
阿
南

久
幸
、
本
田
昭
信
、
芹
口
滋
明
、
野
尻

善
人
、
今
村
忠
、
西
川
慶
喜
、宇
藤
守
、

井
上
恵
◎
若
齢
の
部
＝
▽
優
等
　
甲
斐

義
人
▽
一
等
　
富
高
正
男
、
本
田
正
、

白
石
広
明
、
下
田
市
蔵
、
安
藤
勲
蔵
、

古
沢

一
喜
、
工
藤
健

一
、
本
田
昭
信
、

鶴
林
孝
雄
、
児
玉
邦
広
、
城
井
若
生
、

本
田
登
、
伊
藤
昭
武
、
野
尻
典
蔵
。

【
高
森

・
色
見
地
区
】
◎
壮
齢
の
部

＝
▽
優
等
　
住
吉
正
三
▽
一
等
　
宇
藤

実
雄
、
山
田
金
光
、
渡
辺
栄
治
ｆ
後
藤

文
数
、
丹
秀
人
、
相
馬
俊
行
、
住
吉
直

美
、
岩
下
武
義
、
岩
下
久
吉
、
住
吉
直

美
、
後
藤
八
八
登
、
三
森
清
男
◎
若
齢

の
部
＝
〉
優
等
　
槍
木
野
亥
徳
▽
一
等

本
川
朝

一
、
桐
原
朝
雪
、
荒
牧
清
光
、

安
方
慶
喜
、
津
留
明
義
、
荒
牧
久
利
、

宇
藤
利
味
、
後
藤
末
義
、
杉
田
武
徳
、

相
馬
行
安
、
堀
山
今
朝
喜
、
住
吉
清
美

本
田
生

一
。

減 量、小 型 化、収 集 日 の 順 守 に ご協 力 を

お嫁さんにいいな´
　

【
趣
味
】
ス
一ボ
ー
ツ
■
古
楽
　
・・・．

」

∧
南
阿
蘇
国
民
休
暇
村
勤
務
∨

一

し
た
が

っ
て
、
次
の
指
定
さ
れ
た
日

に
印
鑑
を
ご
持
参
の
う
え
現
況
届
を
す

ま
せ
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
福
祉
年
金
定
時
届
の
受
付
け

も
同
日
程
で
行
わ
れ
ま
す
。
五
月
の
受

給
を
早
日
に
す
ま
さ
れ
て
所
定
の
場
所

に
年
金
証
書
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。
代

理
人
で
も
結
構
で
す
。

〉
五
月
卜
八
日
午
前
九
時
２
正
午
、

役
場
野
尻
出
張
所
▽
同
日
午
後
二
時
２

四
時
、
野
尻
農
協
河
原
支
所
▽
五
月
十

九
日
午
前
九
時
２
正
午
、
■
部
基
幹
集

L3:

「

■

び

の
■

/ヽ

園
L
がヽ

~¬
,

給
食
Э

の

0

κし

た
ト
」、

ヒ

町
立
草
北

保

育

園

優等は富永氏 ら4人

町優良子牛品評会

昌

●
=■
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協
力

の
ア

グ
ス
病
退

空
カ
ン
を
集
め
る

森
婦
人

本
田
家
は
江
戸
時
代
矢
津
田
地
方
で

最
も
栄
え
た

一
族
で
す
。
野
尻
手
永
の

在
御
家
人
の
先
祖
付
に
よ
る
と
、
天
明

三
年
分
に
三
家
、
文
政
六
年
分
に
十
四

家
慶
応
四
年
に
は
十
八
家
が
記
さ
れ
て

い
ま
す
。

本
多
と
本
田
は
混
同
し
て
使
わ

れ
て
お
り
、
こ
れ
が
確
定
し
た
の

は
明
治
初
年
の
戸
籍
帳
か
ら
で
す
。

本
多
家
に
は
伝
承
の
若
千
変
わ

る
二
つ
の
系
統
が
あ
り
ま
す
。
文

政
六
年
分
に
よ
っ
て
、
本
家
筋
と

思
わ
れ
る
二
家
に
つ
い
て
書
い
て

み
ま
す
。

○
本
多
善
左
衛
門
家

「
私
の
先
祖
は
鎌
倉
の
住
人
本

多
次
郎
親
経
の
後
胤
本
多
掃
部
之

介

（
か
も
ん
の
す
け
）
上
方
兵
乱

の
折
、
敗
軍
い
た
し
、
永
正
の
こ

ろ
、
英
彦
山

（
ひ
こ
さ
ん
）
の
座

主
ノ
坊

（ざ
す
の
ぼ
う
）
を
頼
み

下

っ
て
来
た
。
そ
し
て
英
彦
山
よ

り
の
依
頼
状
を
持
参
し
、
阿
蘇
殿

の
矢
部
の
居
城
に
参
り
、
野
尻
手

永
矢
津
田
村
を
領
知
し
た
。
二
男
若
狭

（わ
か
さ
）
そ
の
子
監
物

（け
ん
も
つ
）

ま
で
三
代
仕
え
た
。
天
正
年
中
、
阿
蘇

殿
が
衰
微
さ
れ
た
の
で
浪
人
と
な
り
、

監
物
の
孫
甚
五
左
衛
門
代

一
類
中
申
し

合
わ
せ
農
家
と
な

っ
た
ｃ
甚
五
左
衛
門

よ
り
四
代
矢
津
田
村
横
目
兼
頭
百
姓
と

な

っ
た
」

０
本
田
宅
助
家

「
私
先
社
は
阿
蘇
殿
時
代
本
田

弾
正
（だ
ん
じ
ょ
う
）
野
尻
手
永
矢

津
田
在
を
阿
蘇
家
が
領
知
し
た
。

天
正
の
こ
ろ
落
去
し
た
と
き
浪
人

と
な
り
、
弾
正
の
子
民
部

（
み
ん

ぶ
）
先
き
の
領
地
の
所
孫
で
矢
津

田
村
に
引
き
渡
し
た
。

し
か
し
浪
人
で
は
生
活
が
で
き

な
い
の
で
、
そ
の
子
、
甚
五
左
術

門
か
ら
農
家
に
な
り
、
同
村
御
百

姓
、
悴
奥
右
衛
門
、
そ
の
子
安
左

衛
門
が
跡
を
引
き
継
い
だ
。

安
左
衛
間
は
元
禄
年
中
寸
志
と

し
て
鳥
日

（銭
）
七
貫
目
差
し
上

げ
た
。
そ
の
子
安
右
衛
間
は
庄
屋

と
な
り
、
米
二
百
俵
を
寸
志
と
し

て
差
し
あ
げ
た
。
そ
れ
で
御
郡
代

衆
直
触
（じ
き
ぶ
れ
）
と
な
っ
た
」

こ
の
二
つ
の
先
社
付
を
見

る

と
、
甚
五
左
衛
門
は
両
方
に
共
通
し
て

お
り
、
前
者
は
そ
の
前
に
掃
部
之
介
、

後
者
に
は
弾
正
、
民
部
が
書
か
れ
て
お

り
、
長
い
間
に
は

一
族
で
も
、
こ
ん
な

ふ
う
に
伝
承
の
違
い
を
見
た
の
で
し
ょ

う
。
文
政
六
年
分
で
前
者
の
伝
承
を
持

っ
た
者
九
家
、
後
者
は
五
家
と
な
っ
て

い
ま
す
。五

月

も

ま
だ
二
十
日
ご
ろ
ま
で

は
、
思
い
が
け
な
い
晩
霜
に
襲
わ
れ

る
こ
と
も
あ

っ
て
、
油
断
で
き
な
い

が
、
草
木
の
新
芽
は
若
葉

に
変
わ
り
緑
が
緑
を
呼
ぶ

季
節
に
野
山
を
歩
け
る
と

い
う
の
は
実
に
楽
し
い
。

そ
し
て
、
こ
の
若
葉
に
埋

れ
た
森
の
中
か
ら

「
日
本

男
子
こ
こ
に
あ
う
」
と
ば

か
り
に
、
さ
わ
や
か
な
五

月
の
風
に
泳
ぐ
、　
こ
い
の

ば
り
を
見
つ
け
る
と
な
ん

と
な
く
さ
び
し
い
想
い
に

っ
た
。
そ
の
日
は
Ｈ
　

た
の
で
あ
る
。
逆
光
で
見
る
花
び
ら

＞
´
ざ
し
が
強
く
、
瓜
ま
　

は
、
輝
や
く
よ
う
な
ピ
ン
ク
に
す
け

．′２
．　
で
も
が
眠

っ
た
よ
う
　

て
、　
ス
ギ
木
立
ち
の
晴

い
バ
ツ
ク
の

に
動
か
な
か
っ
た
。　
　
中
で
は
、
白
心を
の
む
ほ
ど
鮮
や
か
で

先祖付で見る本田(多 )家
■
…
…
…
…
‥
…
…
…

　̈
　
役
員
約
三

一・塙
謙
輩
枢
婦
状
玲
二
　
十
人
を
繰
り

出
し
て
国
道
沿
い
の
一
斉
清
掃
を
行
い

ま
し
た
。
二
合
目
か
ら
展
望
所
に
至
る

約
三
♂
の
沿
道
に
散
ら
か
つ
た
ビ
ニ
ー

ル
袋
、
木
片
、
竹
切
れ
や
観
光
客
が
捨

て
た
ア
キ
カ
ン
、
紙
袋
な
ど
を
集
め
る

の
が
、
そ
の
主
な
作
業
。　
　
　
　
　
‥

町
役
場
か
ら
も
観
光
課
職
員
二
人
が

参
加
し
、
婦
人
会
が
集
め
た
ゴ
ミ
を
ト

ラ
ッ
ク
で
班
却
場

へ
運
び
ま
し
た
。
こ

の
日
、
処
理
し
た
ゴ
ミ
は
四
ト
ン
ト
ラ
ッ

ク
で
二
台
分
。

と
く
に
、
新
し
い
ト
ン
ネ
ル
付
近
や

ら
か
ん
山
遊
歩
道
入
日
は
道
幅
が
広
く

て
駐
■
で
き
る
た
め
、■
か
ら
紙
く
ず
、

ジ

ュ
ー
ス
の
ア
キ
カ
ン
な
ど
が
捨
て
ら

れ
て
よ
ご
れ
が
日
立
ち
、
会
員
た
ち
は

ド
ラ
イ
バ
ー
の
自
党
を
訴
え
て
い
ま
し

た
。

〓
塙
協
瑚
批
欄
弩
報
槌
協
勁
玲
〓
内
の

商
店
主
が
お
も
で
約
ニ
ト
人
が
参
加
。

沿
道
の
桜
並
木
に
分
故
し
て
テ
ン
グ
ス

病
の
防
除
作
業
を
し
ま
し
た
。

テ
ン
グ
ス
病
は
サ
ク
ラ
特
有
の
病
気

で
、
こ
れ
に
か
か
る
と
化
が
咲
か
な
く

な
り
、
放
置
す
る
と
枯
死
し
ま
す
。
高

森
峠
の
桜
は
か
っ
て
千
本
桜
の
名
称
も

あ
り
、
沿
道
は
桜
並
木
の
ト
ン
ネ
ル
で

県
下
に
知
ら
れ
て
い
ま
し
た
が
、
現
在

は
こ
の
テ
ン
グ
ス
病
の
た
め
半
減
し
て

い
る
の
が
現
状
。

そ
こ
で
―‐可
協
力
会
が
生
き
残

っ
た
桜

だ
け
で
も
大
事
に
育
て
よ
う
と
、
毎
年

テ
ン
グ
ス
病
が
で
る
初
春
に
病
枝
を
切

ぎ
り
で
切
り
落
し
ま
し
た
ｃ

な
お
、
町
で
は
峠

一
帯
に
桜
の
補
植

を
続
け
て
い
ま
す
が
、
来
年
二
月
は
財

団
法
人

「
さ
く
ら
の
会
」
か
ら
約
二
千

本
の
ャ
マ
ザ
レ
´
ラ
の
寄
贈
を
受
け
、
本

町
の

″
化
ど
こ
ろ
″
を
守
る
こ
と
に
し

て
い
ま
す
。

島
田
勇
さ
ん
に

一
等
の
自
転
車

お
年
玉
年
賀
は
が
き

昨
年
に
続
き
二
年
連
続
し
て
お
年
玉

付
き
年
賀
は
が
き
の

一
等
当
選
者
が
町

内
に
出
て
、
こ
の
ほ
ど
高
森
郵
便
局
で

折
り
た
た
み
自
転
車
の
交
付
式
が
あ
り

ま
し
た
。

″■
連
″
を
射
止
め
た
の
は
、
高
森

横
町
の
島
田
勇
さ
ん
（五
八
）。　
差
出
人

は
島
田
さ
ん
本
人
で
、
熊
本
市
の
友
人

に
喪
中
欠
礼
の
あ
い
さ
つ
を
年
賀
は
が

き
で
送

っ
た
も
の
が
、
受
取
人
不
明
で

返
送
さ
れ
、
こ
れ
が
ラ
ッ
キ
ー
ナ
ン
バ

ー
だ
っ
た
と
い
う
わ
け
ｃ
島
田
さ
ん
は

毎
年
約
百
七
十
枚
の
年
賀
状
を
も
ら
つ

て
い
ま
す
が
、
い
つ
も
切
手
シ
ー
ト
や

封
筒
セ
ッ
ト
ぐ
ら
い
し
か
当
た
っ
た
こ

賞
品
の
自
転
車
と
島
田
さ
ん
（左
）

と
が
な
い
と
の
こ
と
。
こ
の
返
送
さ
れ

た
は
が
き
は
、
近
ご
ろ
思
い
出
し
て
確

認
し
た
ら
当
選
し
て
お
り
、
び

っ
く
り

し
た
と
い
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
二
年
連
続
の
喜
び
に
立
ち
会

っ

た
飯
足
局
長
は

「
局
内
に
な
に
か
明
る

い
化
が
咲
い
た
よ
う
な
気
持
ち
で
す
」

と
島
田
さ
ん
と
握
手
し
な
が
あ
わ
が
こ

と
の
よ
う
に
喜
ん
で
い
ま
し
た
。

高
森
校
区
婦
人
会
と
高
森
観
光
開
発
促
進
協
力
会
は
、
町
が
推
進
し
て
い
る

″美
し
い
町

づ
く
り
″
運
動
に
協
力
し
て
、
四
月
五
日
高
森
峠

一
帯
の
美
化
作
業
に
汗
を
流
し
ま
し
た
。

国
道
沿
い
を

一
斉
清
掃

テ
ン
グ
ス
病
退
治
も

九
十
九

曲

テ
リ

●  ●

●  ●

□10

本

田

秀

行

本
多
家
の
遠
祖
、
本
多
次
郎
親
経
は

平
家
物
語
巻
九
に
現
れ
て
い
る
木
円
次

郎
の
こ
と
で
、
出
山
重
忠
の
家
臣
、　
一

ノ
谷
の
戦
い
に
、
敵
将
平
師
盛
を
討

っ

た
と
書
い
て
あ
る
人
で
す
。
上
方
の
兵

乱
と
い
う
の
は
、
恐
ら
く
応
仁
の
大
乱

な
ど
を
指
し
て
い
る
の
で
し
ょ
う
。

英
彦
山
と
い
う
の
は
九
州
の
修
験
道

（
し
ゅ
げ
ん
ど
う
＝
山
伏
）
の
大
木
山

で
あ
り
、
阿
蘇
家
と
は
か
な
り
深
い
関

係
が
あ
っ
た
よ
う
で
す
。

手
を
か
ざ
す
と
、
十
さ^
え
も
忘
れ
て

し
ま
っ
た
よ
う
な
紺
べ
き
の̈
空
で
は

大
陽
が
燃
え
て
い
た
。

明
治
Ｐ
籍
が
登
録
さ
れ
た
と
き
、
当

時
の
士
族
と
し
て
は
本
多
姓
三
家
、
本

田
姓
八
家
が
記
載
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ

の
後
、
本
田
姓
の
家
で
裁
判
に
よ
っ
て

本
多
姓
を
復
し
た
の
が
、
数
家
あ
り
ま

す
。【
備
考
】
こ
の
先
社
の
話
は
江
戸
時

代
の
公
式
文
書
で
あ
る

「
先
祖
付
」
に

よ
っ
た
も
の
で
、
現
在
各
家
に
伝
わ
る

系
図
や
伝
示
と
違

っ
て
い
る
点
は
、
ど

う
ぞ
ご
諒
認
く
だ
さ
い
。

美
し
か
っ
た
ｃ

私
は
こ
う
し
た
文
句
の
な
い
美
し

さ
に
感
動
す
る
と
き
に
こ
そ

「
神
」

を
意
識
し
、
敬
け
ん
な
感
謝
の
祈
り

を
さ
さ
げ
ず
に
は
い
ら
れ
な
い
。
確

か
に
、
自
然
と
は
私
に
と

っ
て
、

「

神
」
そ
の
も
の
と
い
う
よ
り
ほ
か
は

な
い
。
白
い
ヤ
マ
シ
■
ク
ヤ
ク
も
今
で
は

珍
ら
し
い
が
、
こ
の
ベ
ニ
バ
ナ
ヤ
マ

シ
ャ
ク
ヤ
ク
は
珍
品
中
の
珍
品
で
あ

る
。わ
が
高
森
町
に
、
ま
だ
こ
の
花
が

ひ
っ
そ
り
と
自
生
し
て
い
て
く
れ
る

こ
と
は
喜
ば
し
い
限
り
だ
。

（
キ
ン

す
る
。
新
し
い
”
子
の
出
生
を
象
徴
　
　
私
は
汗
を
静
め
る
た
め
に
、
山
か
　
ポ
ウ
ゲ
科
）

す
る
こ
い
の
ば
り
は
、
”
壮
で
頼
も
　
げ
の
木
立
ち
の
下
に
腰
を
下
し
た
。　
　
　
　
高
森
町
文
化
財
保
護
委
員

し
く
、
ま
た
誇
ら
し
く
感
じ
る
。　
　
　
そ
の
と
き
初
め
て
私
は
こ
の

「
ベ
ニ　
　
　
　
　
　
　
　
　
佐
　
藤
　
武
　
之

さ
て
、
そ
ん
な
五
月
の
あ
る
日
だ
　
、ハ
ナ
ヤ
マ
シ
■
ク
ヤ
ク
」
に
出
合

っ

ベ ニバ ナ ヤ マ シ ャ ク ヤ ク

誘
わ
れ
が
ち
の
私
の
気
持
ち
も

一
変

11‖川‖川I

タ
バ
コ
は
町
内
で
買
い
ま
し
ょ
う

日
ご
ろ
何
気
な
く
吸
う
タ
バ
コ
も
町

の
貴
重
な
財
源
と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ

れ
は
専
売
公
社
か
ら
町
内
の
小
売
店
に

売
渡
さ
れ
る
タ
バ
コ
に
対
し
て
百
分
の

一
八

。
一
が
タ
バ
コ
消
費
税
と
し
て
町

に
送
元
さ
れ
る
か
ら
で
す
。
昨
年
度
の

タ
バ
コ
消
費
税
は
約

一
千
九
百
七
十
七

万
四
千
円
に
も
な
っ
て
い
ま
す
。

断
し
て
、
ま
ん

え
ん
を
防
い
で

い
ま
す
。
こ
の

日
も
二
合
Ｈ
あ

た
り
か
ら
桜
並

木

を

見

て

同

り
、
テ
ン
グ
ス

病
に
お
か
さ
れ

た
枝
を
竹
の
先

に
つ
け
た
の
こ
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〓
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〓
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〓
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〓
三

三
〓
肝

町
で
は

「
住
み
よ
い
」
」
か
な
郷
土
」
を
め
ざ
し
、
各
種
の
基
盤
整
備
に

取
り
組
ん
で
い
ま
す
が
、
五
―

一
年
度
も
み
な
さ
ん
の
ご
協
力
で
、
町
民

セ
ン
タ
ー
を
は
じ
め
、
車
部
北
部
保
育
旧
、
公
営
住
宅
な
ど
数
多
く
の
事

業
が
完
工
し
ま
し
た
。
そ
こ
で
、
そ
の
中
か
ら
主
な
も
の
を
写
真
で
紹
介

し
ま
す
ｃ

↓一
草

部

北

部

保

育

園

↓¨
町
営
住
宅 ●

300円の長靴や園児服 ●
高森保育園母の会

好評だった不用品バザー

町

民

セ

ン

タ

ー

休暇村へ水を送る揚水施設

‖‖‖‖‖tl‖ ll‖‖I‖ ‖I11‖ liHlH‖ ‖‖‖‖川‖‖‖|‖ 1‖‖‖川‖‖‖‖‖‖‖|‖‖‖‖川川‖|‖‖川‖1‖ ‖川‖‖|‖‖‖‖‖‖|"!‖ ‖‖‖‖‖I‖ ‖‖‖川‖‖|‖‖‖‖‖11‖
"‖

‖‖‖‖|!川‖‖‖‖‖‖‖‖川‖‖川‖‖‖‖‖1川‖‖‖IHlHH‖ ‖川‖|||‖‖|‖ ‖‖‖‖‖HI

高
森
保
育
国
の
母
の
会
で
は
、
身
近

か
に
あ
る
不
用
品
を
見
直
そ
う
と
、
こ

の
ほ
ど
同
保
育
国
で
初
め
て
の
バ
ザ
ー

セ
ー
ル
を
催
し
ま
し
た
。
節
約
運
動
の

一
端
に
、
各
家
庭
の
押
入
れ
な
ど
に
し

ま
い
込
ん
だ
ま
ま
に
な

っ
て
い
る
子
供

用
の
古
着
、
オ
モ
チ
ャ
、
は
き
も
の
な

ど
を
各
自
が
持
ち
寄
り
、
廉
価
で
売
買

し
て
生
活
に
役
立
て
よ
う
と
い
う
も
の

で
会
場
に
は
き
れ
い
に
洗
濯
さ
れ
た
ワ

ン
ピ
ー
ス
、
セ
ー
タ
ー
、
ズ
ボ
ン
、　
ス

カ
ー
ト
な
ど
の
衣
類
や
ベ
ビ
ー
用
品
約

二
百
点
が
運
び
込
ま
れ
ま
し
た
。

出
品
物
に
は
十
円
か
ら
最
高
千
円
ま

で
全
郡
に
値
段
が
つ
け
ら
れ
、
直
接
ほ

し
い
も
の
が
自
由
に
買
え
る
と
い
う
シ

ス
テ
ム
。
ひ
と
つ
三
百
円
の
長
グ
ツ
や

田
児
服
も
あ
れ
ば
、　
一
度
も
使
い
な
し

の
お
く
る
み
や
子
供
服
、
ベ
ビ
ー
ベ
ツ

ト
千
円
な
ど
の
棚
り
出
し
物
が
い
っ
ば

し
並
ん
で
、
　
‐
―
‐
ｌｉ
め
か
け
た
約
百
人
の
主

婦
た
ち
は
品
定
め
に
懸
命
、
買
い
物
の

あ
と
、
わ
ざ
わ
ざ
我
が
家
の
不
用
品
を

寄
付
さ
れ
た
人
も
あ

っ
て
、
和
気
あ
い

あ
い
の
バ
ザ
ー
セ
ー
ル
風
一京
で
し
た
。

な
お
、
こ
の
日
の
総
売
上
げ
は
四
万

円
程
度
で
し
た
が
、
益
金
は
す
べ
て
保

台
同
事
業
と
母
の
会
運
営
に
充
て
ら
れ

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

母
の
会
で
は
、
家
の
中
の
性
理
も
で

き
る
と
好
評
だ

っ
た
の
で
、
今
年
度
か

ら
年
二
回
の
バ
ザ
ー
を
開
き
ま
す
。
衣

替
え
の
季
節
に
不
用
の
衣
類
、
日
用
品

が
あ
れ
ば
田
ま
で
届
け
て
ほ
し
い
と
い

っ
て
い
ま
す
。

掘り出し物がいっぱいのバザーセール

一
↑

！

‥

‥

・醐
一̈蓼
彗
□匿
ロ

写
●
↑

１
１
１

１
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高
森
城
主
・
高
森
伊
予
守
惟
直
の
菩

提
寺
で
あ
る
上
在
の
含
蔵
禅
寺

（本
田

秀
道
住
職
）
に
、
こ
の
ほ
ど
惟
直
の
子

収
書
、
手
形

契
約
書
な
ど

■
ｌ
ｉ
ｔ
ｆ
ｉ
∫
…
…
‥
・

を
作
成
し
た

・・・．　
人
が
、
定
め
ら
れ
た
収
入
印
紙
を
は

一
　
り
つ
け
、

こ
れ
に
消
印
し
て
納
め
る

一

税
金
で
す
。
改
正
さ
れ
た
主
な
も
の

孫
に
あ
た
る
青
森
市
在
住
の
高
森
清
吉

さ
ん
（五
六
）
か
ら
梵
鐘

（ば
ん
し
ょ
う
）

が
寄
進
さ
れ
、
そ
の
鐘
楼
も
完
成
し
た

の
で
、
四
月
■
句

同
寺
に
門
徒
や
関

係
者
ら
約
二
百
五

十
人
が
出
席
し
て

盛
大
な
供
養
落
慶

式
が
行
わ
れ
ま
し

た
。戦
同
時
代
、
高

森
城
主
だ

っ
た
惟

直
は
阿
蘇

一
族
の

家
に
と
し
て
東
外

輸
山
の

一
隅
に
城

の
に
つ
い
て
の
印
紙
税
額
も
そ
れ
ぞ

れ
引
上
げ
ら
れ
ま
し
た
。

◆
委
任
状
や
金
銭
の
預
り
証
、
商

品
の
売
買
契
約
書
な
ど
、
今
ま
で
一

税
額
が
引
き
上
げ
ら
れ
ま
す

一
帯
を
治
め
て
い
ま
し
た
。
し
か
し
、

阿
蘇
氏
ら
を
制
旺
し
よ
う
と
し
て
裏

っ

た
薩
摩

・
島
津
勢
の
再
三
の
政
略
で
大

―１１
年
間
高
森
城
は
落
城
し
、
惟
直
ら
は

自
刃
、
そ
の
え
一は
現
在
も
同
十
境
内
に

設
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

埜
針
を
寄
進
し
た
の
は
惟
直
の
末
裔

（
ま
つ
え
い
）
に
当
た
る
古
森
市
古
柳

二
丁
日
で
茶
卸

・
茶
道
具
販
売
業
を
営

む
高
森
さ
ん
で
、
高
森
さ
ん
は
昨
年
同

十
で
行
わ
れ
た
、
性
直
の
三
百
九
十
忌

墓
前
祭
の
と
き
初
め
て
―‐１
■
を

‐
‐方
れ
、

門
徒
ら
の
間
で
鐘
楼
建
立
の
話
が
出
て

い
る
こ
と
を
聞
い
て

「
先
祖
供
養
の
た

め
に
」
と
き
っ
そ
く
梵
鐘
の
寄
進
を
中

し
出
た
も
の
で
す
。

甘
飾
は
富
山
県
高
同
市
で
制
作
さ
れ

た
高
さ

一
・
五
研
、
直
径
約
九
十
考
の

り
っ
は
な
も
の
。
落
慶
法
要
の
あ
と
、

古
森
か
Ｌ
駆
け
つ
け
た
高
森
さ
ん
が
梵

鐘
の
つ
き
初
め
を
行
い
、
み
ん
な
で
飾

５

月

１

日
か
ら

引
用
し
て
い
る
も
の
は
、
た
と
え
そ

の
領
収
書
に
金
額
が
書
か
れ
て
い
な

く
て
も
、
そ
の
引
用
し
た
金
額
と
同

じ
令
額
が
書
か
れ
て
い
る
も
の
と
し

矢
汁
田
、
赤
羽
根
の
農
業
、
安
藤

一

雄
さ
ん
（五
し
方
の
牛
合
で
、
こ
の
ほ
ど

二
つ
子
の
赤
牛
の
赤
ち
や
ん
か
、
生
ま

れ
ま
し
た
。
お
手
柄
の
母
牛
は

「
み
ど

り
号
」
十

一
歳
で
六
回
日
の
お
産
。

て
、
そ
の
金
額
に
応
じ
た
印
紙
税
が

か
か
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

◆
金
銭
の
受
取
り
通
帳
や
家
賃
通

帳
な
ど
の
印
紙
税
額
は
、
百
円
が
二

百
円
に
、
ま
た
判
取
帳
や
継
続
的
取

引
き
の
基
本
と
な
る
契
約
一
［
の
印
紙

税
額
は
、
千
円
が
二
千
円
に
そ
れ
ぞ

れ
引
Ｌ
げ
ら
れ
ま
し
た
。

な
お
、
こ
れ
い
の
改
正
は
五
月

一

日
以
降
に
作
成
さ
れ
る
文
書
に
適
用

さ
れ
ま
す
。
詳
し
く
は
阿
蘇
税
務
署

に
お
た
ず
ね
く
だ
さ
い
。

赤
ち
や
ん
牛
は
二
頭
と
も
メ
ス
で
、

体
市
は
十

二
キ
ロ
か
ら
十
五
キ
ロ
程
度
。
普

通
の
肥
台
牛
の
赤
ん
坊
よ
り
や
や
小
型

で
す
が
、
三
頭
と
も
た
気
で
母
牛
の
そ

ば
で
立

っ
た
り
Ｌ

っ
た
り
．
ウ
ツ
サ
を

開
い
て
近
所
の
人
た
ち
が
見
物
に
訪
れ

て
い
ま
す
。

高
尾
野
の
後
藤
浅
義
さ
ん
（ヒ
四
）
の
話

で
は
、
卓
部
地
方
で
牛
の
双
子
は
と
き

た
ま
見
受
け
た
こ
と
は
あ
る
が
、
三
一つ

子
が
誕
生
し
た
の
は
記
憶
が
な
い
と
い

っ
て
い
ま
す
。
最
近
は
母
乳
と
脱
脂
粉

■
、
牛
乳
な
ど
の
人
――
ほ
乳
を
交
互
に

与
え
て
い
ま
す
が
、
安
藤
さ
ん
は
、
さ

す
が
に
う
れ
し
そ
う
。
母
牛
の
乳
が
多

′ヽ
出
る
よ
う
に
と
モ
チ
米
の
お
か
ゆ
を

食
べ
さ
せ
た
り
、
ダ
イ
ズ
を
引
い
て
糖

乳
を
飲
ま
せ
る
な
ど
長
男
の
進
英
さ
ん

（
‐
四
）
と
■
合
に
つ
き

っ
き
り
で
す
。

高
森
城
主
の
子
孫
が
寄
進

梵
鐘
・鐘
楼
の
落
慶
式

完
成
し
た
鐘
楼
と
高
森
さ
ん

（円
内
）
　
　
　
　
　
を
か
ま
え
、
南
郷
　
楼
の
完
成
を
祝
い
ま
し
た
。

ｒ
　
　
こ
の
ほ
ど
、
印
紙
税
法
が
改
正
さ
　

を
、
次
に
列
記
し
て
み
ま
し
た
。　
　
　
律
に
五
―
円
の
印
紙
税
が
課
さ
れ
て

」

れ
、
圧
月

一
日
か
ら
作
成
さ
れ
る
文
　
　
０
売
上
げ
代
金
の
領
収
書
や
、
手

　

い
た
文
書
は
、
す
べ
て
百
円
の
印
紙

¨

書
の
印
紙
税
が
変
わ
り
ま
し
た
。　
　
　
形
、
工
事
請
魚
契
約
書
、
不
動
産
の
　

税
が
、
課
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し

■
１
１
１
ｌ
ｉ
ｆ
ｉ
ド
・
　

こ
の
印
紙

　
売
買
契
約
書
、
企
銭
借
用

‐
―――‥
占
な
ど
　

た
。

税
と
は
、
領

　

の
印
紙
税
の
最
低
額
が
五
十
円
か
ら
　
　
◆
売
上
げ
代
金
の
領
収
書
の
う
ち

一
定
の
文
書

　
百
円
に
な
る
と
と
も
に
、
高
額
な
も
　
受
取
金
額
の
記
載
の
あ
る
文
書
を
、

含 蔵 寺

挙帝
ミ
三 つ 子 ミ の 赤 牛 誕 生 埴

楽   赤羽根の安藤 さん   叢

莱帝来帝草部地方では初 めて 来帝帝帝

元 気 に 育 つ 三 つ 子 の 赤 牛
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